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1.2 特長
16 お使いになる前に





1.3 各部の名称と働き
AR_front_explan.eps
18 お使いになる前に
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図1.3.3 背面図
ports.eps

図1.3.4 ポート

⑤電源ケーブル抜け防止フック

電源ケーブルの抜け落ちを防止する金具です（ご購入時は、フッ
クは取り外された状態で、同梱されています）。

⑥BAY0

PIC（Port Interface Card）を装着するためのベイ（スロット）
です。使用しない場合は、ブランクパネルを取り付けておきます。

本書「A.6 PIC（Port Interface Card）」（p.132）

⑦電源スイッチ

本製品に供給される電源をオン、オフするためのスイッチです。

⑧電源コネクター

電源ケーブルを接続するためのコネクターです。本製品に付属の
電源ケーブルは AC100V 用です。AC200Vでご使用の場合は、
設置業者にご相談ください。

⑨WAN/ETHポート

WAN側の UTPポートです。100BASE-TX、10BASE-T に対応
しています。通信モードは、デフォルトでオートネゴシエーショ
ンが設定されています。常にMDI/MDI-X自動切替機能が有効で、
接続先のポートの種類（MDI/MDI-X）に関わらず、ストレート
またはクロスのどちらのケーブルタイプでも使用することがで
きます。

⑩LAN ポート
お使いになる前に 19







22 設置・配線



設置・配線 23











3.3 ログイン（ご購入時）

設定や管理を行うためには、本製品にログインしなければなりませ
ん。ご購入時の状態では、Manager（管理者）レベルのユーザー
28 起動・設定の保存・再起動
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　3.8 起動スクリプトの指定
起動・設定の保存・再起動 31





起動・設定の保存・再起動 33









設定のための基礎知識 37
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設定のための基礎知識 39
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　4.4 インターフェース

物理インターフェース、データリンク層インターフェース、ネット
設定のための基礎知識 41
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設定のための基礎知識 43



44 設定のための基礎知識









48 設定のための基礎知識





5.3 ユーザーの登録と情報の変更

ユーザー認証データベースへのアクセスは、ノーマルモードでは
50 ユーザー管理とセキュリティー
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ユーザー管理とセキュリティー 51







54 ユーザー管理とセキュリティー





56 テキストエディター





58 Telnet を使う





60 Ping・Trace











設定ファイルのバックアップとリストア 65
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困ったときに 71





第2部　設定例編
ここでは、本製品がよく使われる環境を
いくつかとりあげ、その設定方法につい
て解説します。
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13.2 PPPoEによる端末型インターネット接続
ADSL_PERSON2.eps（70+%)
76 構成例
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　●時刻、パスワード、設定保存

22
構成例 79



まとめ

前述の設定手順を実行することによって、作成、保存されるスクリプ
トファイルを示します。
80 構成例





82 構成例
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5 LAN側（vlan1）インターフェースにIPアドレスを設定します。
86 構成例
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　15 DHCPクライアントに提供する情報を設定します。
ここでは、DNS サーバーアドレスとして、本製品のLAN 側イン
構成例 87



まとめ
88 構成例
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拠点 Aの設定

1 本製品の電源スイッチをオンにします。

2 コンソール
90 構成例
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　10 WAN側（ppp0）インターフェースをマルチホーミングし、ppp0-
0をアンナンバードに設定します。

11 WAN 側（ppp0-1）インターフェースにプロバイダーから割り
当てられたグローバルアドレスの先頭アドレス（192.0.2.1）を
構成例 91



18 LAN側（vlan1）ネットワークに接続されているすべてのコン
ピューターが ENAT 機能を使用できるよう設定します。グロー
バルアドレスにはppp0-1に割り当てた192.0.2.1を共用します。

19
92 構成例
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　26 ISAKMPメッセージを素通しさせる IPsec ポリシー「isa」を作
構成例 93











 

98 構成例 
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　「SET TIME」コマンドなど、コマンドプロンプトに対して入力した
コマンドのすべてが、設定ファイルとして保存されるわけではないと
いう点にご注意ください。

13.6 インターネット接続による 3点間IPsec VPN

図13.6.1 IPsecによる接続

PPPoEでインターネットに接続している 3 つの拠点を、IPsec で接
構成例 99



●拠点 A

・接続のユーザー名：site_a@example.co.jp
・接続のパスワード：passwd_a
・PPPoEサービス名 :指定なし
・ IPアドレスグローバルアドレス：192.0.2.1/32（1個固定）
・DNSサーバー：接続時に通知される

●拠点 B

・接続のユーザー名：site_b@example.co.jp
・接続のパスワード：passwd_b
・PPPoEサービス名 :指定なし
・ IPアドレスグローバルアドレス：1個不定
・DNSサーバー：接続時に通知される

●拠点 C

・接続のユーザー名：site_c@example.co.jp
・接続のパスワード：passwd_c
・PPPoEサービス名 :指定なし
・ IPアドレスグローバルアドレス：1個不定
・DNSサーバー：接続時に通知される

設定の方針

●インターネット接続設定

・すべての拠点においてグローバルアドレスの割り当ては 1 個し
かないので、WAN 側 (ppp0) インターフェースにグローバルア
ドレスを設定したダイナミック ENAT による、通常の端末型を
100 構成例





8 LAN側（vlan1）インターフェースにプライベート IPアドレス
を割り当てます。

9 WAN 側（ppp0）インターフェースにプロバイダーから割り当
てられたIP アドレスを設定します。

10 デフォルトルートを設定します。

●ファイアウォールの設定

11 ファイアウォール機能を有効にします。

12 ファイアウォールの動作を規定するファイアウォールポリシー
102 構成例







構成例 105











110 構成例
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112 構成例





10 インターネット接続用のWAN 側（ppp0）インターフェースに
114 構成例
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　CUG サービス接続用の WAN 側（ppp1）インターフェースを
PUBLIC（外部）に設定します。

20 LAN 側ネットワークに接続されているすべてのコンピューター
が ENAT 機能を使用できるよう設定します。インターネット宛
てパケットの場合は、NAT アドレスとして ppp0 のIP アドレス
を使用します。CUGサービス宛てパケットの場合は、NAT アド
レスとしてppp1 の IPアドレスを使用します。
ファイアウォールのダイナミック ENAT では、パケットが INT
から GBLINT に転送されたときに、パケットの始点アドレスを
GBLINT のアドレスに書き換えます。

21 CUGサービス側からのルーターに向けた HTTP（ポート80）パ
ケットを、LAN内の IPアドレス192.168.1.2 のサーバーに転送
するルールを設定します。
他にも公開したいサーバーがあるときには、それぞれについて、
ルールを設定します。
逆にサーバーを公開しない場合には、このルール設定は不要で
す。

●時刻、パスワード、設定保存

22 時刻を設定します。以前、時刻を設定したことがある場合、時刻
の再設定は不要です。

23 ユーザー「manager」のパスワードを変更します。Confirm：の
入力を終えたとき、コマンドプロンプトが表示されない場合は、
リターンキーを押してください。

24
構成例 115



まとめ

前述の設定手順を実行することによって、作成、保存される設定スク
リプトファイルを示します。。

「SET TIME」コマンドなど、コマンドプロンプトに対して入力した
116 構成例
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付録







126 付録



付
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　IP アドレスなどを固定的に設定する場合は、次のように設定し
てください。「表示」で「内蔵 Ethernet」を選択しておき、「TCP/
IP」タブの「IPv4 の設定」で「手入力」を選択します。「IP アド
レス」「サブネットマスク」「ルーター」を入力します。「ルー
ター」は、本製品の LAN側の IPアドレスを指定します。「DNS
サーバ」に本製品の LAN側の IPアドレスを入力します（本製品
付録 127
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付録 129



11 以上で、ハイパーターミナルをコンソールターミナルとして使用
130 付録





132 付録
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配線

回線への接続にローゼット
134 付録









4 ネットワーク構成について

ネットワークとの接続状況や、使用されているネットワーク機器
がわかる簡単な図をあわせてお送りください。

他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、バージョ
ンなどをお知らせください。

☆☆☆

ご注意

本書に関する著作権などの知的財産権は、アライドテレシス株式会社
（弊社）の親会社であるアライドテレシスホールディングス株式会社
が所有しています。アライドテレシスホールディングス株式会社の同
意を得ることなく本書の全体または一部をコピーまたは転載しない
でください。
138 ユーザーサポート
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